
2  1 1 E料のY//磯の違いが牧草/t性に及ぼす影響について

ヽ＼
L 背 景と特徴

窒素と憐酸質肥料、 とくに窒素質肥料は形態の連いによる種類が多い。そこで牧車地生産上、

各種窒素質JE料と残酸質肥料のどのような組合わせが最もよいか検討した。

2 技 術内容

(1)試 験 3ヵ年の合計生車収量では、各肥料の組合わせ間に大きな差は認められなかつた。

(2)生 章 1々 当りの肥料費は尿素組合せ区が最も低い。

(3)無 綾成分含有率の面からみると草地用月E料 としては硝安系、尿素系が適 している。

(4)化 学肥料 の連用はいずれの形態の肥料も土壊の酸性化、置換性塩基含量の低下等土壊の悪化

を招 く、この傾向は硫安系マ塩安系               ・

(5)竹 、 caは 気温が高 くなるほど牧草中の含右率が高まるがKは温度の影響が少ない。

a 指 導上の留意点

(1)Kは 低温でも吸収されるのでK過 剰にならぬ工少施用量に注意する。

(2)尿 素、溶燐の組合せは施用初期の収量が低 ぐ、過石の混用が必要である。

4 試 験成績の概要

(1)試 験課題名 :肥料の組合せに関する試験

(2)試 験年次および場所   昭 和 47 ～  oo年   岩 手畜試

(3)試 験方法  窒 素 4形 態 (硫安、塩安、.穂安t尿 素 )X憐 酸 2形態 (遇石、熔燐 )、 BB、

無肥G

(4)試 験結果           .

各組合せの牧草収量、無様成分含右率、主壊への影響、 ミ ネラルパランス等を検討しt硝 酸

系、尿素系の窒素の組合せが適していることを明らかにした。

(5)主 要成果の具体的データー
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② 牧草中無権成分含右率(D lI%)と 跡地土壊の化学性

組 合 せ
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(6)残 された問題,点

① 良 品質牧草の多収栽培

② 無 1翼'就分パタンスの家畜との関連での検討
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